
石川県立小松特別支援学校

具体的取組 主担当 現　　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準
判定基
準

備　　考

【努力指標】
教科指導においてタブレット端
末等を活用し、対話のある授業
づくりに取り組んでいる。

タブレット端末を活用するこ
とで、対話のある授業づくり
に取り組めた
Ａ　あてはまる
Ｂ　ややあてはまる
Ｃ　あまりあてはまらない
Ｄ　あてはまらない

Ａ＋Ｂ
７０％
以上で
達成

評価者：教員
７月　タブレット端末活用授業実践記
録
９月　Formsでアンケート
１月　Formsでアンケート

【満足度指標】
学校は対話のある授業の様子を
適切に情報発信していると受け
止めている。

（保護者アンケート）

授業参観やＨＰ、学部・学年
だよりや連絡帳等で提供され
た情報をとおして、児童生徒
の授業の様子の理解が深まっ
た保護者の割合
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

Ｂ以上
で達成

評価者：保護者
９月　アンケート①(forms)
10月　分析、中間評価
１月　アンケート②(forms)
２月　分析、最終評価

【災害対策】
学部の中で役割を明確にし、
災害時に適切な行動がとれる
ようにする。学校安全課は全
員体制を組み、管理職と連携
してイニシアティブがとれる
ように取り組む。

各部

学校
安全課

昨年度、大雪や豪雨に見舞われた際
に本校の安全管理体制の強化が喫緊
の課題であることが分かった。危機
管理マニュアルを参考に全職員が安
全意識を高め、災害に備えた自らの
動きを点検する必要がある。

【成果目標】
避難訓練や気象災害時に組織的
に、学校や児童生徒の安全を守
るために、迅速かつ適切に役割
を担ったり行動したりすること
ができる。

避難訓練や気象災害時に迅速
かつ適切に役割を担い、行動
することができた
Ａ　あてはまる
Ｂ　ややあてはまる
Ｃ　あまりあてはまらない
Ｄ　あてはまらない

Ａ＋Ｂ
８０％
以上で
達成

評価者：教員
４月　危機管理マニュアルの共通理
解、また、災害時の担当割り。
訓練や災害予報時は、役割の明確化、
情報収集・共有、全職員への指示。
１０月　中間評価
年度末　最終評価

【努力指標】
学年や学習グループ、発達段階
に応じた性に関する健康教育を
計画的に立案し、指導・啓発を
行っている。

児童生徒の発達段階に応じ
て、性に関する健康教育に取
り組むことができたと感じる
教員の割合は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

Ｂ以上
で達成

評価者：教員
９月　アンケート①(forms)
10月　分析、中間評価
１月　アンケート②(forms)
２月　分析、最終評価

【満足度指標】
学校の性教育の取り組みに満足
している。

（保護者アンケート）

学校の性教育の取り組みの様
子がわかり、満足している保
護者の割合は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

Ｂ以上
で達成

評価者：保護者
９月　アンケート①(forms)
10月　分析、中間評価
１月　アンケート②(forms)
２月　分析、最終評価

【校外活動の適切な再開】
宿泊行事、外部販売、清掃等地
域活動、交流及び共同学習、ス
ポーツ教室等、各部等の行事に
おいて改めて目的を意識し、マ
ニュアルや手順、安全性など
様々な観点から見直し、適切に
活動を再開していく。

各部

これまでの３年間はコロナ感染拡大防止
のため、多くの行事が中止となった。ま
た、実施した全校行事においても、児童
生徒数の増加のため、全校一斉に行うこ
とが困難になり、実施方法を工夫して
行った。今年度は行事の再開に向けて、
適切に活動を実施していく必要がある。

【努力目標】
行事の目的を意識し、マニュアル
や手順、安全性など様々な観点か
ら見直し、適切に活動を実施す
る。

行事の目的を意識し、マニュア
ルや手順、安全性など様々な観
点から見直し、適切に活動を実
施できた
Ａ　あてはまる
Ｂ　ややあてはまる
Ｃ　あまりあてはまらない
Ｄ　あてはまらない

Ａ＋Ｂ
８０％
以上で
達成

評価者：教員
９月　アンケート①(forms)
10月　分析、中間評価
１月　アンケート②(forms)
２月　分析、最終評価

【業務の効率化と環境整備】
業務におけるＩＣＴ活用をさらに
進め、家庭への配付物をメール
で配信することによりペーパーレ
ス化していく。各部や各課でメー
ル配信に切り替えることができる
ものから計画的に進める。

教頭

家庭への連絡事項は、緊急連絡や周知
事項以外は概ね紙媒体が主で、印刷や
配付業務の負担は大きい。携帯・情報端
末を持たない保護者は一定数いるが、
保護者の一部からメール配信を望む声
もある。保護者のニーズに応じた効率化
を推進する必要がある。

【努力指標】
家庭への連絡・調査の文書をペー
パーレス化し、業務の効率化を進
める。

家庭への連絡･調査のペーパー
レス化に向けて配信対象が整理
でき、計画的に進んでいると感
じる教員の割合は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

Ｂ以上で
達成

評価者：教員
９月　アンケート①(forms)
10月　分析、中間評価
１月　アンケート②(forms)
２月　分析、最終評価

令和５年度学校評価（自己評価）計画書

【教科指導における最適なＩ
ＣＴ活用】
教科指導において、主体的・
対話的で深い学びの実現に向
け、ＩＣＴを効果的に活用
し、対話のある授業づくりに
取り組む。

研修
研究課

教務課

情報課

昨年度は、授業の目標達成のために
タブレット端末を活用し一定の成果
が見られた一方で、課題として児童
生徒同士の対話的な学習が難しかっ
たことが挙げられた。今後は、学部
や発達段階に応じた対話のある授業
づくりの向上に向け、ＩＣＴ全般を
効果的に活用し、授業の充実を図
る。

性犯罪・性暴力対策強化の方針が出
される中、昨年度の教員アンケート
より、児童生徒の性的問題行動に気
付きながら、指導・改善に困難感を
抱える教員が多いことがわかった。
性犯罪、性暴力の加害者にも被害者
にも傍観者にもならないよう学校全
体で系統的及び個に応じた教育・啓
発に取り組む必要がある。

保健
体育課

【保健指導】
児童生徒が、自らの体や心の
成長に興味を持ち、性に関す
る正しい知識を得るために、
児童生徒の発達段階に応じ、
性に関する健康教育の充実を
図る。

４
業務の
改善

重点目標

３
校外活動
の推進

１
指導力の
向上

２
安全・安
心な学校


